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平成瑠8年度共通科目体育「トリム運動」にお柑る授業内容と受講  

学生の実態について  

中島 章  

ランスを保つという意味から，心身のバラン  

スを保ち健康な生活を送るための運動全体を  

指している。そのため，共通科目体育の「ト  

リム運動」はその他の多くの科目が種目名を  

そのまま科目名として使用している中で，  

個々の受講学生の状態にあった適度な身体活  

動をおこなうために柔軟な対応ができる科目  

名だといえる。   

そこで，実際にトリム運動を受講している  

学生や授業の内容について授業報告という形  

で紹介したいと思う。   

2．トリム運動の受講学生  

本年度の受講学生にアンケート調査を行  

い，入院中や欠席している学生をのぞく24名  

から回答を得た。  

（1）学生数  

トリム運動の受講学生数は，学期の途中か  

らでもケガや病気などの理由で他の科目から  

移ることや，逆に完治して元の科目に戻るこ  

ともあり流動的になっている。18年度は23人  

から28人で授業がおこなわれている。一鵬番人  

数の多い時限で6人から7人という少人数の  

授業であり，最も少ない時限では1人という  

ところもあった。少人数での授業は受講学生  

1人1人の状態にあわせて進めやすい反面，  

球技などのゲームを楽しみたいというニーズ  

には応えにくくなっている。   

また，実際に授業を担当する教員が少ない  

ため，所属単数の指定曜時限以外で授菜を受  

講しなければならない学生が11人いた。そ   

1．はじめに  

筑波大学の共通科目「体育」は，実技（理論  

を含む）と講義によって構成され，必修科目  

の通年実才支では，体育の授業をおこなう時限  

の対象学生数に応じて10－16科目が開設され  

ている。必修科目の単位は大学を卒業するた  

めに全学類を通じて2単位から4単位を修得  

しなければならないため，すべての学生は通  

年の授業を少なくとも2回受ける必要があ  

る。また，体育カリキュラムの基本的な考え  

方の第1には「体育の学習は，聞く，読む，  

見るだけでは成立し得ないのであって，実際  

の活動を通してはじめてなし得るものであ  

る。すなわち，体育は∴運動実技を通しての  

学習であり，実技・突習を中心的な学習内容  

とする。」と示されている。   

しかし，多くの学生の中には身体的理由に  

よって，実技・実習をおこなうことが困難で  

あったり，集団での身体活動を苦痛に感じる  

などの精神的理由から，開設されている他の  

科目を受講することが離しいものもいる。そ  

ういった特別な事情がある学生を対象とした  

体育科目にトリム運動がある。  

トリム運動は，1960年代の後半から1970年  

代の初めにかけておこった「みんなのスポー  

ツsportsforal1」ム～ブメントの中で，だれで  

も簡単におこなうことのできる身体活動の総  

称として使われた言葉であり，「トリム」のバ  
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・障害者スポーツに興味があった（2人）  

・ボランティア活動のため   

平成13年度までは身体的・精神的な特別の  

事情がある学生以外は受講することができな  

かったが，その他の理由で受講を希望する学  

生が増えてきたため14年度から障害がある人  

たちのスポーツなどに興味を持つ学生の受講  

が可能になった。  

（3）受講前の印象と受講後の感想  

受講前  

・障害学生の授業（7人）  

・簡単，楽（ラク）そう（5人）  

・よくわからなかった（5人）  

・面白そう（2人）  

・スポーツが苦手でも楽しくできそう  

・明るい感じはしなかった  

・高齢者のスポーツ  

・受講者が少ない  

受講後  

・いろいろなスポーツを楽しめた（13人）  

・新しい種目を知ることができた（4人）  

・楽しい（4人）  

・難しい種目もあり，自分だけできないよう   

に感じたこともあった  

・指先や手先のテクニックを要するものが多   

く，思ったより難しかった  

・醜を使うなあと思った   

受講前は障害学生のための授業であり，内  

容はよくわからないという回答が多かった  

が，実際に授業を受けると，多くの学生は種  

目の多さや新鮮さに楽しさを感じたようだっ  

た。   

また，「授業内容の難しさ」や，「運動強度」  

について8割以上の学生がちょうどよいと回  

答した。一方，9割以上の学生が十分である  

と回答した「個人への配慮」につtlて，どちら  

でもない（十分ではない）と回答した学生の中  

に，運動に強い苦手意識があり集団で運動を  

の学生の中には，前後の授業の関係や友人関  

係などから所属学籍の指定曜時限で授業を受  

けたいという意見を持つものもいた。  

（2）受講理由  

トリム運動を受講した理由は，大きく「身  

体的」「精神的」「その他」の3つに分けてそれ  

ぞれ以下のような回答があった。  

身体的理由  

・頭痛と貧血，低血圧（2人）  

・半月板・執帝損傷（5人）  

・椎間板ヘルニア（2人）  

・眼腐低骨折による裡視  

・交通事故の後遺症  

・網膜剥離  

・妊娠  

・むち打ち症  

・頭蓋骨腰洞   

身体的理由を挙げた学生の多くは日常生括  

に支障がない程度の怪我や症状であるが，授  

発担当教員は個別に運動強度が適切であるか  

確認している。また∴連動の様子や顔色など  

を見て無理をしないように声かけをおこなっ  

ている。  

精神的理由  

・団体でスポーツをおこなうことがつらい  

・体育が精神的に苦痛  

・統合失調症  

・鬱病   

上記の精神的理由を挙げた学生のほかに  

も，冬季鬱や他の精神的理由で授業を欠席し  

ている学生がいるとのことだった。体育の授  

業だけでなく，登校することや外出すること  

が苦痛に感じる場合もあるため，授業の欠席  

が続いたときなどはメールや電話で連絡を取  

るなど個別のケアをおこなっている。  

その他  
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おこなうことが非常につらいと感じる学生が  

いた。この学生は授業内容が難しく，自分一  

人だけできないように感じたことがあったと  

感想を述べている。少人数で個別に対応して  

いる授業でも，本当に運動嫌いな学生が運  

動・スポーツを享受することの難しさを感じ  

た。  

致しい  

4％  

3．トリム運動の授業でおこなわれる種目   

トリム運動の授業でおこなわれる種目は  

様々であるが，受講生の様子をみて，個別に  

相談しながら進められている。ここでは今年  

度の授業でおこなわれた種目を紹介する。  

・インディアカ   

インディアカは羽根の付いたボールを手で  

打ち合う，バレーボールタイプのスポーツで  

ある。このスポーツは，まず「羽根付きボー  

ル」という特殊な用具を使うことにある。し  

かもそれを，ラケットなどを用いずに直接手  

で打ち合うことも大きな特徴である。  

ボールに付いている羽根は，小さいボールの  

滞空時間を長引かせることと，ボールをね  

らった方向にまっすぐにとばすことができる  

両面の作用がある。   

したがって，意図した方向に正確に，ゆっ  

くりととばすことも，速いスピードでとばす  

こともできる。しかも直接手で打つために，  

よりコントロールし易く扱いやすい。特に羽  

根によってスピードが緩和されることは，た  

とえボールに不慣れな初心者であっても，恐  

怖心を覚えずにプレーに加わることができ  

る。   

このようなボールの持つ特徴によって，イ  

図1 授業内容  

無回答  

4％  弱い  

図2 運動強度  

どちらでも  

ない  

8％  

写轟1 インディアカ   図3 個人への配慮  
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ンディアカは初心者から熟練者までさまぎま  

なレベルの人たちが，それぞれの技術，能力  

に応じて，遊技的なゲームから高度な競技に  

いたる多様なゲームを行うことができる。  

・グランドゴルフ   

専用のクラブ，ボール，ホールポスト，ス  

タートマットを使用し，ゴルフのようにボー  

ルをクラブで打ち，ホールポストにホールイ  

ンするまでの打数を競う。   

場所によって距離やホールポストの数を自  

由に設定でき，ルールも簡単なため，どこで  

も，だれでも手軽に楽しむことができる。  

又，ホールインワンもあり，その場合，自分  

の各ホールの合計打数から3打をマイナスす  

るという特典が設けられており∴競技者の励  

みと意欲を高める工夫がなされている。  

写轟3 ネット下車球（サウンドテーブルテニス）   

・ビームライフル   

ビームライフルは小銃型の競技用光線銃。  

重さはおよそ10kg程度。同様に拳銃型のビー  

ムピストルがある。実弾を使った銃とは適  

い，特段の資格，免許などが要らないため身  

近な射撃スポーツとして，またライフル射撃  

の入門として普及している。10m程度先の小  

さな的に対しビームを照射し得点を競う競技  

である。また，的も数段に分けて得点が適う  

ため，感覚や呼吸，姿勢などを訓練しないと  

高得点を出す事は雉しい競技でもある。  

澤   

ホールポスト  

ポール  

写轟2 グランドゴルフ  

写真4 ビームライフル  

㌧バンパープール（タウンハウス）   

バンパー プールは，単なるミニビリヤード  

ではなく正式などリヤードからも独立した独  

自の国際的なゲームである。テーブル上にあ  

る数個の障害クッションを活用しながら五つ  

の持ち玉すべてを相手側にあるホールに相手  

よりも先に入れることを競う知的なゲームと  

いえる。   

・ネット下卓球   

通常の卓球台を用いるが，ピンポン球が  

ネットの下を通過できるように空間をあけ  

る。互いに転がしあって得点を競う。いすに  

座ったり，アイマスクをつけて鈴入りのピン  

ポン球をつかうなど様々な楽しみ方がある。  
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写黄6 ボ、ソチヤ  

写喪5 バンパープール（タウンハウス）   

。ボッチャ   

ボッチャは，目標となる白いボール  

（ジャックボールと呼ぶ）に，自分の赤あるい  

は青の革製ボールを投げたり，転がすなどし  

て，相手よりジャックボールに近づけること  

を競うゲームである。コートは，屋外でも屋  

内でも，平らな場所であればプレイする事が  

でき，参加者は男女，年齢，障害の有無など  

にこだわらず，誰もが手軽に楽しむことがで  

きる。ボールの投げ方に決まりはなく，自分  

の最も有利な方法で投げることができるた  

め，手を使用せず，足で蹴ってボールを転が  

すことも可能であり，ボールを投げることが  

困難な競技者は，補助具を使用して転がすこ  

ともできる。補助具は一般的に勾配具・ラン  

プスと呼ばれ，コートに背を向けた補助者が  

競技者の指示（言葉でなく，身振りや頭，日  

の動きなどでもよい）によって，補助具を動  

かし競技者の意志でボールを転がす。使用す  

るボールは革製で完全な球型ではないため，  

偶然性も加わり，ゲームにおもしろさを与え  

ている。  

写黄7 ボッチャ・ランプス  

以上のような種目のほかにアーチェリー，  

スポーツ吹き矢，ダーツ，フライングディス  

クなどもおこなった。このように，トリム運  

動の授業でおこなわれる種目は少人数でおこ  

なうことができ，ゲーム性が高く運動能力に  

関わらず楽しめるものになっている。   

4．おわりに   

トリム運動は「障害学生」のための体育科目  

であると多くの人がイメージを持っている。  

もちろん私も実際に授業に参加するまではそ  

う思っていた。しかし，実際の授業に，いわ   
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「障害学生」がトリム運動以外の科目を履修し  

ていることが考えられる。さらに，これから  

様々なスポーツを経験したいと考える「障害  

学生」のニーズに対し，トリム運動だけでな  

く共通体育全体として柔軟な対応が課題と  

なってくる。  

ゆる「障害学生」の数は少ない。ほとんどの学  

生は日常生活には支障がない程度の怪我や回  

復の見込みがある疾病か精神的な理由であ  

る。担当する教員の話によると，精神的な理  

由で受講する学生が増えてきているというこ  

とだった。ということは，聞こえにくかった  

り，見えにくかったり，率いすを利用する  
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